
型　番

HDN01-200-R 
HDN02-200-R 
THDN11-200-R 
THDN21-200-R 
THDN41-200-R 
THDN12-200-R 
THDN22-200-R Pt1000 Ω

Pt1000 Ω 
DC 0～10 V 

H D N０１－２００-R
■温度・湿度

H ………湿度検出器
TH ……温湿度検出器

■用　途
DN ……ダクト用

■温度出力信号
０ ………なし
１ ………Pt１００Ω
２ ………Pt１０００Ω
４ ………DC０～１０V

■湿度出力信号
１ ………DC０～１０V/DC０～１００mV
２ ………DC４～２０mA

■挿入長さ
２００-R……２００mm

■形番一覧

ダクト用湿度検出器, ダクト用温湿度検出器 HDN-Rシリーズ, THDN-Rシリーズ

ダクト用湿度検出器, ダクト用温湿度検出器
HDN-Rシリーズ, THDN-Rシリーズ

温度・湿度の調節および計測に使用するダクト用の検出器です。
様々な用途に対応できるよう温度検出素子を２種類（Ｐt１００ Ω、 
Ｐt１０００ Ω）用意し、 湿度検出素子には高分子抵抗式湿度センサ
を使用した温湿度検出器です。

仕　　様

形番構成

外形寸法図（単位：mm）

装備場所

■共通仕様
許容周囲条件 温度……０～５０ ℃
 湿度……９０ ％RH以下 （ただし、 結露しないこと）
 風速……０～２０m/sec
供給電源 DC/AC２４V±１０％
 ※電流出力の場合はDC２４V±１０％
ハウジング ポリカーボネート樹脂/防塵・防滴構造（IP５４）
質　量 約０.32kg

■温度仕様（THDNシリーズのみ）
検出範囲 ０～５０ ℃
検出精度 ±０.５ ℃（at０ ～４０℃）
 ※電圧出力の場合。
 　抵抗出力については各素子の精度により異なります。
出力信号 DC０～１０V（０～５０℃、 リニア出力）
 出力インピーダンス５００ Ω以下
検出素子 Pt１００Ω、（クラスA）
 規定電流（１mA以下）※３線式
 Pt１０００Ω、（クラスA）
 規定電流（0.5mA以下）※２線式

■湿度仕様
検出範囲 ３０～９０％ RH (０～５０ ℃)   
 ※精度保証の観点から1０～４０ ℃の範囲でのご使用を 
 　推奨致します。
　　  ※温度によっては誤差が変動致します。検出範囲と精度 
 　の図をご覧下さい。
検出精度 ±３％ RH (ａt ２５ ℃、３０～９０％ RH）  
 ※温度域により異なります。   
出力信号 ＤＣ０～１０ Ｖ／ＤＣ０～１００ ｍＶ (０～１００％ RH、 リニア出力）
　　　　　　　※スイッチにより切換 (SW1)   
 出力インピーダンス　５００ Ω以下  
 ＤＣ４～２０ ｍＡ (０～１００％ RHに対応)  
 負荷抵抗　６００ Ω以下 (DC２4 V供給時）
　　　　　　　分解能：約0.5% RH　出力更新：約0.5 sec 
検出センサ（交換用湿度センサ）
 高分子湿度センサ〔ＤＭＱ－Ｒセンサ〕

・検出器はダクト内のできるだけ温度、湿度の平均した変化の少ない
場所に、またファンやダンパなどの下流に取り付ける場合は空気の
流れが良く混合された所に取り付けてください。
・水滴のかかる所、結露の恐れのある所などは避けてください。
・本製品は一般オフィス環境で使用するもので、工場施設などの厳し
い電磁ノイズ環境下では動作精度が保証されない可能性がありま
す。取付場所についてご不明な点がある場合には、事前にご相談く
ださい。
・検出器挿入部のフランジ取付面には十分な強度を確保してください。

また点検およびメンテナンスの際、引き抜きが簡単にできるよう
本体部周囲に４０cm以上のスペースを設けてください。
・湿度検出素子は亜硫酸ガス、ホルマリン、ケトン、シンナー、塩分
などが含まれる雰囲気の場所では使用できません。
塗装工事や消毒の際には必ず湿度検出素子を外してください。
湿度検出は空気中の水分（微粒子）を素子に吸着して、その電気抵
抗を計測する原理となっています。
また水分以外の微粒子でも素子に付着し、電気的に導電性となれば
やはり誤差となり、劣化の原因となります。
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ダクト用湿度検出器, ダクト用温湿度検出器ダクト用湿度検出器, ダクト用温湿度検出器

結　　線取　　付

HDN-Rシリーズ, THDN-RシリーズHDN-Rシリーズ, THDN-Rシリーズ

・形番によって結線の場所が異なりますので、下図を参考に形番に合った結線をしてください。
・AC２４V電源は単独電源とし、他の機器と絶対に共有しないでください。
共通電源の場合はコモンにループができ、故障の原因となります。
・DC２４V電源使用時、２線式４～２０mA仕様の他の機器と電源共有をしないでください。
誤作動の原因となります。
・電圧出力仕様について、供給電源と出力信号のマイナスコモン配線はしないでください。
誤作動の原因となります。
・抵抗出力の配線は１.２５mm２の３芯シールドケーブルを使用してください。
・電源および温湿度出力信号線は１.２５mm２の４芯シールド線を使用してください。
・シールドの端末は検出器内ではアースしないで、制御盤側で一点アースしてください。

■結線図

（１）検出器を取り付ける位置に付属の位置決めシールを貼ります。 （３）検出器のフランジを付属のネジで位置決めシールにしたがって
４ ヶ所に取り付けてください。

（１）HDN０１－２００－R, THDN11－２００－R, THDN21－200R, THDN41－200R

（２）HDN０2－２００－R, THDN12－２００－R, THDN22－200R

（２）位置決めシール中央にホールカッター（ホルソー）で穴を開け
ます。（φ２０mm）

（４）下図を参考に、取り付けたフランジに検出器本体を差し込み、
ビスを確実に締め付け固定してください。

b 温度抵抗出力 ※Pt1000Ω出力の場合、 
B 温度抵抗出力  A，Bのみ使用 
A 温度抵抗出力 ※温度電圧出力の場合、Aが＋ 

－ 湿度電圧出力  温度電圧出力の場合、－が共通G 
＋ 湿度電圧出力  DC0～10V/DC0～100mV

－ 供給電源   
＋ 供給電源  DC24VまたはAC24V

b 温度抵抗出力 
B 温度抵抗出力  
A 温度抵抗出力 

－ 供給電源   
＋ 供給電源  

供給電源 
DC 24 V

受信機 

検出器 
（センサ） 

＋ 

＋ 

＋ － 

－ 

－ 

湿度出力DC4～20mA 
供給電源DC24V

（確実に締め付ける）
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■湿度素子は素子表面を空気中にさらすため､長い期間使用していますと経年変化や汚れなどの付着により誤差が生じることがあります｡
　その時はプリント基板の補正ボリューム(Ｈ-ＡＤＪ)にて誤差補正を行ってください。

■湿度電圧出力は約１％RH毎（範囲約±７％RH）での補正が可能です。
補正可能な範囲は約7％RH以内であり､これ以上の場合は交換用湿度センサ〔ＤＭＱ-Ｒセンサ〕の交換が必要です。

　温度電圧出力は約0.2°C毎（範囲約±1.4°C）での補正が可能です。
□□４１-２００-Ｒの温度補正は、補正ボリューム（Ｔ－ＡＤＪ）にて誤差補正を行ってください。

　※注) 補正にはアスマン通風乾湿度計を正しく使用するか､それ以上の精度を有する湿度計を使用してください。        
       
■湿度検出素子に直流を流すと検出端が分極し､その機能を損傷します。したがってテスタ等を接続することは絶対に避けてください。

■湿度センサ交換時は必ず電源を切った状態で行ってください。

検出範囲と精度は、以下になります。

RH

RH

RH RH

RH
RH

ダクト用湿度検出器, ダクト用温湿度検出器ダクト用湿度検出器, ダクト用温湿度検出器

メンテナンス

HDN-Rシリーズ, THDN-RシリーズHDN-Rシリーズ, THDN-Rシリーズ

■湿度検出素子の交換方法
（１）キャップを回してフィルターとキャップを外す。 （３）フィルターの溝とパイプの突起を合わせる。

（２）センサ素子が実装された円形の基板（形番：DMQ－R）を外し、 新
しいセンサと交換する。

（４）センサキャップを締める。■温度/抵抗値表

■検出範囲と精度

■湿度/電圧・電流出力表
（１）白金測温抵抗体素子
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１０６.２４
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１２０.５５

２
１００.７８
１０４.６８
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JIS Pt１００Ω（at０℃）単位：Ω

（２）白金測温抵抗体素子

温度（℃）
０
１０
２０
３０
４０
５０

９
１０３５.１
１０７４.０
１１１２.９
１１５１.５
１１９０.１
１２２８.６

８
１０３１.２
１０７０.２
１１０９.０
１１４７.７
１１８６.３
１２２４.７

７
１０２７.３
１０６６.３
１１０５.１
１１４３.８
１１８２.４
１２２０.９

６
１０２３.４
１０６２.４
１１０１.２
１１４０.０
１１７８.６
１２１７.１

５
１０１９.５
１０５８.５
１０９７.３
１１３６.１
１１７４.７
１１１３.２

４
１０１５.６
１０５４.６
１０９３.５
１１３２.２
１１７０.８
１２０９.４

３
１０１１.７
１０５０.７
１０８９.６
１１２８.３
１１６７.０
１２０５.５

２
１００７.８
１０４６.８
１０８５.７
１１２４.５
１１６３.１
１２０１.７

１
１００３.９
１０４２.９
１０８１.８
１１２０.６
１１５９.３
１１９７.８

０
１０００.０
１０３９.０
１０７７.９
１１１６.７
１１５５.４
１１９４.０

JIS Pt１０００Ω（at０℃）単位：Ω

センサ基板
（形番：DMQ－Rセンサ）

フィルター
センサキャップ

フィルターの溝と
パイプの突起を合わせる

フィルター

30

https://panasonic.co.jp/ls/plseg/

商品改良のため、仕様・外観は予告なしに変更することがありますのでご了承ください。

お問い合わせ・ご相談窓口：東京本部 ビルシステム事業統括部 ビルシステム事業推進部
03－5564－6213



■湿度素子は素子表面を空気中にさらすため､長い期間使用していますと経年変化や汚れなどの付着により誤差が生じることがあります｡
　その時はプリント基板の補正ボリューム(Ｈ-ＡＤＪ)にて誤差補正を行ってください。

■湿度電圧出力は約１％RH毎（範囲約±７％RH）での補正が可能です。
補正可能な範囲は約7％RH以内であり､これ以上の場合は交換用湿度センサ〔ＤＭＱ-Ｒセンサ〕の交換が必要です。

　温度電圧出力は約0.2°C毎（範囲約±1.4°C）での補正が可能です。
□□４１-２００-Ｒの温度補正は、補正ボリューム（Ｔ－ＡＤＪ）にて誤差補正を行ってください。

　※注) 補正にはアスマン通風乾湿度計を正しく使用するか､それ以上の精度を有する湿度計を使用してください。        
       

■湿度検出素子に直流を流すと検出端が分極し､その機能を損傷します。したがってテスタ等を接続することは絶対に避けてください。

■湿度センサ交換時は必ず電源を切った状態で行ってください。

検出範囲と精度は、以下になります。

RH

RH

RH RH

RH
RH

ダクト用湿度検出器, ダクト用温湿度検出器ダクト用湿度検出器, ダクト用温湿度検出器

メンテナンス

HDN-Rシリーズ, THDN-RシリーズHDN-Rシリーズ, THDN-Rシリーズ

■湿度検出素子の交換方法
（１）キャップを回してフィルターとキャップを外す。 （３）フィルターの溝とパイプの突起を合わせる。

（２）センサ素子が実装された円形の基板（形番：DMQ－R）を外し、 新
しいセンサと交換する。

（４）センサキャップを締める。■温度/抵抗値表

■検出範囲と精度

■湿度/電圧・電流出力表
（１）白金測温抵抗体素子

1

2

3

4

5

6

7

6

4
100 4020 50 70 80 90 ％RH10060

100 30 4020 50 70 80 90 ％RH10060

8

10

12

14

16

18

20

8

9

10

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100
V

mA

mV
温度（℃）
０
１０
２０
３０
４０
５０

９
１０３.５１
１０７.４０
１１１.２９
１１５.１５
１１９.０１
１２２.８６

８
１０３.１２
１０７.０２
１１０.９０
１１４.７７
１１８.６３
１２２.４７

７
１０２.７３
１０６.６３
１１０.５１
１１４.３８
１１８.２４
１２２.０９

６
１０２.３４
１０６.２４
１１０.１２
１１４.００
１１７.８６
１２１.７１

５
１０１.９５
１０５.８５
１０９.７３
１１３.６１
１１７.４７
１１１.３２

４
１０１.５６
１０５.４６
１０９.３５
１１３.２２
１１７.０８
１２０.９４

３
１０１.１７
１０５.０７
１０８.９６
１１２.８３
１１６.７０
１２０.５５

２
１００.７８
１０４.６８
１０８.５７
１１２.４５
１１６.３１
１２０.１７

１
１００.３９
１０４.２９
１０８.１８
１１２.０６
１１５.９３
１１９.７８

０
１００.００
１０３.９０
１０７.７９
１１１.６７
１１５.５４
１１９.４０

JIS Pt１００Ω（at０℃）単位：Ω

（２）白金測温抵抗体素子

温度（℃）
０
１０
２０
３０
４０
５０

９
１０３５.１
１０７４.０
１１１２.９
１１５１.５
１１９０.１
１２２８.６

８
１０３１.２
１０７０.２
１１０９.０
１１４７.７
１１８６.３
１２２４.７

７
１０２７.３
１０６６.３
１１０５.１
１１４３.８
１１８２.４
１２２０.９

６
１０２３.４
１０６２.４
１１０１.２
１１４０.０
１１７８.６
１２１７.１

５
１０１９.５
１０５８.５
１０９７.３
１１３６.１
１１７４.７
１１１３.２

４
１０１５.６
１０５４.６
１０９３.５
１１３２.２
１１７０.８
１２０９.４

３
１０１１.７
１０５０.７
１０８９.６
１１２８.３
１１６７.０
１２０５.５

２
１００７.８
１０４６.８
１０８５.７
１１２４.５
１１６３.１
１２０１.７

１
１００３.９
１０４２.９
１０８１.８
１１２０.６
１１５９.３
１１９７.８

０
１０００.０
１０３９.０
１０７７.９
１１１６.７
１１５５.４
１１９４.０

JIS Pt１０００Ω（at０℃）単位：Ω

センサ基板
（形番：DMQ－Rセンサ）

フィルター

センサキャップ

フィルターの溝と
パイプの突起を合わせる

フィルター

30

https://panasonic.co.jp/ew/peweg/

商品改良のため、仕様・外観は予告なしに変更することがありますのでご了承ください。

お問い合わせ・ご相談窓口：技術統括部　品質部
03－3575－7024
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